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営業プロセスも驚くほど円滑になります。「ま
ずは相手の成果を優先」というあり方は，診断
士活動でも企業内のマネジメントにおいても，
信頼と相互理解を築くための原点です。

◆中小企業診断士と会社員のシナジーで，

　社会に貢献していきたい

　これまで述べてきたように，中小企業診断士
として学んだ知識とあり方は，中小企業の支援
だけでなく，社内の人材育成や組織の成長を後
押しするための羅針盤になっています。
　中でも，「稼げる！プロコン育成塾」での学
びは，私の礎になっています。ここで「誠意，
創意，熱意」の三意を教わりました。前述した
「大切にしているあり方」は，まさに三意に該
当します。
〇誠意：�対話を通じて相手の思いや状況に丁寧

に向き合うこと
〇創意：�因果で真因を捉え，工夫を重ねながら

最適解を探ること
〇熱意：�利他の精神で，まずは相手に貢献しよ

うと動くこと
　これらを大事にしながら，会社の業務におい
ても，中小企業診断士としてのあり方と思考を
磨き続けていきたいと考えています。
　診断士資格は，人と組織の可能性を引き出す
ための，最良のマネジメントスキルにつながっ
ている─そう実感する毎日です。これからも，
会社員として，そして中小企業診断士として，
一歩一歩を大切にしながら，社会に貢献してま
いります。

くなるのです。このように真の課題を把握する
ことで，より本質的な価値提案が可能になりま
す。
　このアプローチを大切にするようになった背
景には，中小企業診断士登録年度に入塾した
「稼げる！プロコン育成塾」で教わった「太陽
を狙え」という言葉があります。顧客が本当に
求めているもの，さらには顧客自身が気づいて
いない本質的な物事の核まで見極めていくとい
う考え方です。この視点をチームで共有するこ
とで，議論の質と意思決定が着実に高まってい
きました。

③「利他」の姿勢
　─相手の成果への貢献を先に考える
　中小企業診断士として，協会の部会運営やイ
ベント実行委員，新入会員向けチューターなど，
「まず自分から率先して参加する」姿勢を大切
に活動してきました。利他的に行動される中小
企業診断士の方と接するたびに，その姿勢に刺
激を受け，こうした行動が信頼の土台になるこ
とを実感しています。
　会社の業務で
も，業界団体の
コミュニティ運
営に関わり，勉
強会やフォーラ
ム事務局の一員
として，「まず
は貢献」の姿勢
で取り組んでい
ます。このよう
に，社外で得た学びを社内にも共有することで，
チームに良い刺激が生まれ，組織全体の貢献意
欲を高めるきっかけにもなっているという手応
えを感じてきました。
　損得よりも相手の成果への貢献を優先すると，
自然と信頼が生まれ，商談や提案の機会が増え，

藤川 豊 （ふじかわ ゆたか）

2022年中小企業診断士登録。通信会社に
勤務し，製品・サービスを届ける仕組みづ
くりを中心に，マーケティング・営業・組織
改革に携わる。
また，中小企業の経営計画策定や新規事業
開発，販路開拓支援にも取り組み，企業内
と社外の学びを相互に生かしながら，実践を続けている。

業界団体のコミュニティへの参加
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　一般社団法人中小企業診断協会ではこのほど，都道府県協会に所属する会員中小企業診断士に対し，そ
の活動状況を把握することにより，中小企業診断士の活性化や地位向上を図るとともに，今後の事業展開
を検討する際の資料とすることを目的として，アンケート調査を実施した。
　その集計結果を，以下に掲載する。

＜調査方法＞
1．調査対象：都道府県協会に所属する会員中小企業診断士10,846名
2 ．調査方法：調査票郵送及び会員専用マイページ上におけるWeb回答
3．調査時点：令和 2年11月
4 ．回 答 数：1,892名（回答率17.4％）

問 1．あなたが所属する県協会は。
　略

問 2．あなたの年齢は。
　「50歳代」が31.3％と最も多く，「60歳代」26.1％，「40歳代」22.4％が続く。

1. 20歳代以下，0.4%
2. 30歳代，7.1%

3. 40歳代，22.4%

4. 50歳代，31.3%5. 60歳代，26.1%

6. 70歳以上，12.5%
7. 無回答，0.4%選択肢 回答数 構成比（％）

1．20歳代以下 7 0.4
2．30歳代 134 7.1
3．40歳代 423 22.4
4．50歳代 592 31.3
5．60歳代 493 26.1
6．70歳以上 236 12.5
7．無回答 7 0.4
回答数計 1,892 100.0

問 3．あなたの性別は。
　回答の94.4％が「男性」，5.2％が「女性」であった。

1. 男性
94.4%

2. 女性，5.2% 3. 無回答・他，0.4%
選択肢 回答数 構成比（％）

1．男性 1,786 94.4
2．女性 99 5.2
3．無回答・他 7 0.4
回答数計 1,892 100.0

〈報告〉

「中小企業診断士活動状況アンケート調査」
結果について

一般社団法人　中小企業診断協会

令和 3年 5月

「中小企業診断士活動状況アンケート調査」結果

※法人名称はアンケート調査実施当時のものです。
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問 4．あなたの職業は。
　「プロコン診断士」が48.3％，「企業内診断士」が46.4％で，「プロコン診断士」が「企業内診断士」をや
や上回った。
　※ 本アンケート調査では，以下の 1～ 3の方々を「プロコン診断士」， 4～ 8の方々を「企業内診断士」

と表現する。

選択肢 回答数 構成比（％）

1．プロコン経営（他資格兼業なし） 540 28.5

2．プロコン経営（他資格兼業あり） 331 17.5

3．コンサルティング会社等勤務 43 2.3

4．公務員 25 1.3

5．公的機関・団体等 85 4.5

6．調査・研究機関 12 0.6

7．金融機関 128 6.8

8．民間企業（金融機関を除く） 629 33.2

9． 資格は持っているが，コンサルティング活動も勤務もしていない 32 1.7

10．その他 63 3.3

11．無回答 4 0.2

回答数計 1,892 100.0

1. プロコン経営（他資格兼業なし）
28.5%

2. プロコン経営（他資格兼業あり）
17.5%

3. コンサルティング会社等勤務
2.3%4. 公務員，1.3%5. 公的機関・団体等，4.5%

6. 調査・研究機関，0.6%

7. 金融機関，6.8%

8. 民間企業
（金融機関を除く）

33.2%

9. 資格は持っているが，コンサルティング
活動も勤務もしていない，1.7%

10. その他，3.3%
11. 無回答，0.2%

問 5．会社等にお勤めの方にお聞きします。あなたの会社では，副業が認められていますか。
　「全面的に認められている」「一部認められている（許可制等）」の合計が47.0％と，約半数の会社で副業
が認められている。

1. 全面的に認められている，12.1%

2. 一部認められている（許可制等）
34.9%

3. 認められていない
45.3%

4. その他，7.7%選択肢 回答数 構成比（％）

1．全面的に認められている 60 12.1

2．一部認められている（許可制等） 173 34.9

3．認められていない 224 45.3

4．その他 38 7.7

回答数計 495 100.0
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問 6．中小企業診断士資格以外の保有資格は（〇印はいくつでも）。
　「なし」と回答した方が27.8％で最も多く，保有している資格は上位から「ファイナンシャルプランナ
ー」21.7％，「情報処理技術者」17.6％，「販売士」10.0％となっている。
　また，「その他」では，宅地建物取引士やキャリアコンサルタント，証券アナリスト，公認内部監査人等
の回答が多くみられる。

選択肢 回答数 構成比（％）
1．なし 486 27.8
2．弁護士 9 0.5
3．公認会計士（補） 9 0.5
4．税理士 55 3.1
5．司法書士 1 0.1
6．行政書士 130 7.4
7．不動産鑑定士（補） 7 0.4
8．社会保険労務士 135 7.7
9．技術士（補） 71 4.1
10．情報処理技術者 307 17.6
11．IT コーディネータ 134 7.7
12．販売士 175 10.0
13．ファイナンシャルプランナー 380 21.7
14．弁理士 6 0.3
15．MBA 170 9.7
16．その他 413 23.6

n＝1,748

問 7．中小企業診断士登録以来，何年が経過しましたか。
　「登録 5年以内」32.1％，「 6～15年以内」33.0％，「16年以上」34.2％となっている。

1. 2年以内，17.0%

２．3～5年以内，15.1%２．3～5年以内，15.1%

3. 6～10年以内，20.1%
4. 11～15年以内，12.9%

5. 16～20年以内
9.9%

6. 21～30年以内
15.7%

7. 31年以上，8.6%
8. 未登録（準会員），0.3%

9. 無回答，0.5%
選択肢 回答数 構成比（％）

1． 2年以内 321 17.0
2． 3～ 5年以内 285 15.1
3． 6～10年以内 381 20.1
4．11～15年以内 244 12.9
5．16～20年以内 187 9.9
6．21～30年以内 297 15.7
7．31年以上 162 8.6
8．未登録（準会員） 5 0.3
9．無回答 10 0.5

回答数計 1,892 100.0

問 8．中小企業診断士資格取得の動機は（〇印はいくつでも）。
　最も多い回答が「自己啓発，スキルアップ」61.7％で，「経営診断・支援に従事」48.9％，「経営コンサル
タントとして独立」33.3％が続く。また，「定年後の資格活用」も31.5％と上位を占める。

選択肢 回答数 構成比（％）
1．中小企業の経営診断・支援に従事したいと思ったから 924 48.9
2．経営コンサルタントとして独立したいと思ったから 628 33.3
3．経営コンサルタントとしての信用を高めるため 179 9.5
4．資格を持っていると優遇されるから 129 6.8
5．業務遂行上，資格を活用できるから 497 26.3
6．経営全般の勉強等，自己啓発やスキルアップを図ることができるから 1,164 61.7
7．定年後に資格を活用したいと思ったから 595 31.5
8．転職等，就職の際に有利だから 175 9.3
9．その他 44 2.3

n＝1,888
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問 9．中小企業診断士資格取得時に，勤務先や関係先からはどう評価されましたか（〇印はいくつでも）。
　「処遇に変化はなかった」が40.4％と最も多く，以下，「上司・同僚から良い評価を得た」25.6％，「関係
先から良い評価を得た」24.4％となっている。

選択肢 回答数 構成比（％）
1．昇給・昇格した 112 6.1
2．資格手当が支給された 241 13.1
3．資格が生かされる部署に配置された 211 11.5
4．上司・同僚から良い評価を得た 470 25.6
5．関係先から良い評価を得た 448 24.4
6．勤務先，関係先の処遇に変化はなかった 740 40.4
7．取得したことを伝えていなかった 143 7.8
8．その他 110 6.0

n＝1,833

問10．中小企業診断士の資格更新要件のうち，実務従事ポイントの取得にあたって阻害要因はありますか。
あるとすれば，その理由は（〇印はいくつでも）。
　「阻害要因がある」と回答した方は28.2％で，その理由は上位から「実務従事の機会がない」51.2％，「仕
事内容が実務従事と関連しない」49.0％，「業務が忙しく，時間が取れない」46.9％となっている。

選択肢 回答数 構成比（％）
1． 阻害要因はない（問題なく
取得できる） 1,180 71.8

2． 阻害要因がある 464 28.2
回答数計 1,644 100.0

選択肢 回答数 構成比（％）
⑴　 会社の業務が忙しく，実務
従事を行う時間が取れない 217 46.9

⑵　 実務従事の機会そのものが
ない 237 51.2

⑶　 実務従事の要件認定が厳し
い 131 28.3

⑷　 勤務先の仕事内容が実務従
事と関連しない 227 49.0

⑸　その他 62 13.4
n＝463

問11．あなたの実務従事ポイントの取得方法は（〇印はいくつでも）。
　「本業（コンサルティング業務等）で取得できる」との回答が52.1％と半数以上に上った。一方，「休日
等にコンサルティング業務に参加」23.7％，「県協会主催の診断実務従事に参加」15.3％など，勤務外時間
を活用したコンサルティング業務への参加や県協会を活用した実務従事への参加も多くみられる。

選択肢 回答数 構成比（％）
1．本業（コンサルティング業務等）で取得できる 975 52.1
2．休日等を活用して，コンサルティング業務への参加 444 23.7
3．県協会の研究会が主催するグループ診断への参加 187 10.0
4．県協会が主催する窓口経営相談への参加 115 6.1
5．県協会が主催する診断実務従事への参加 287 15.3
6．所属企業内での診断活動（業務プロセス革新，経営革新等の提案活動）を行っている 153 8.2
7． 取引先中小企業へのコンサルティング活動（下請指導，リテールサポート等の提案活動
等）を行っている 203 10.8

8．その他 90 4.8
n＝1,873
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問12．あなたは中小企業診断士として独立していますか。あるいは，今後独立する予定はありますか。
　47.8％の方が「独立している」と回答した。一方，「 2年以内」（7.4％）「 5年以内」（8.5％）「10年以内」
（7.5％）に「独立したい」方の合計は23.4％で，「予定はない」（27.2％）方と比較すると，現在独立して
いない方の半数弱に独立の意向があることがわかる。また，「独立している」方の平均経過年数は7.8年で
あった。

1. 中小企業診断士
として独立している

47.8%

2. 2年以内に
独立したい

7.4%
3. 5年以内に
独立したい

8.5%

4. 10年以内に
独立したい

7.5%

5. 予定はない
27.2%

6. 無回答，1.6%選択肢 回答数 構成比（％）
1． 中小企業診断士として独立している 904 47.8
2． 2年以内に独立したい 140 7.4
3． 5年以内に独立したい 161 8.5
4．10年以内に独立したい 142 7.5
5．予定はない 515 27.2
6．無回答 30 1.6

回答数計 1,892 100.0

問13．問12で予定はないと答えた方に伺います。その理由は（〇印はいくつでも）。
　「仕事の内容や職場環境に満足している」との回答が44.9％で最も多かった。一方，「能力不足」41.4％，
「受注機会の確保が難しい」40.6％や，「収入が安定しない」40.2％，「現在に比べ，収入が低下」36.5％な
ど，自身の能力や収入への不安が独立の意向に影響していることがうかがえる。

選択肢 回答数 構成比（%）
1．受注機会の確保が難しいと思うから 207 40.6
2．収入が安定しないから 205 40.2
3．現在のところ，自分の能力不足を感じているから 211 41.4
4．現在の仕事の内容や職場環境に満足しているから 229 44.9
5．現在に比べ，収入が低下するから 186 36.5
6．資格の取得が目的であったから 29 5.7
7．中小企業診断士という職業に魅力を感じていないから 11 2.2
8．個人としての責任が重くなるから 25 4.9
9．その他 39 7.6

n＝510

問14．現在，あなたはコンサルティング業務（副業等を含む）を行っていますか。行っている場合は，何
年が経過していますか。
　「行っている」と回答した方は65.7％で，前回調査（2016年）の63.2％と比較して，コンサルティング業
務に従事する方は増加している。
　また，「行っている」と回答した方の業務開始からの経過年数は「 5年以内」が39.1％，「 6～10年」が
23.5％で，10年以内の方が 6割以上を占める。

選択肢 回答数 構成比（%）
1． コンサルティング業務を行っている 1,230 65.7
2． コンサルティング業務を行っていない 642 34.3

回答数計 1,872 100.0

コンサルティング業務を行っている場合の経過年数
選択肢 回答数 構成比（%）

⑴　 5年以内 455 39.1
⑵　 6～10年以内 274 23.5
⑶　11～15年以内 163 14.0
⑷　16～20年以内 108 9.3
⑸　21～30年以内 107 9.2
⑹　31年以上 57 4.9
回答数計 1,164 100.0

⑹ 31年以上，4.9％⑸ 21～30年以内，9.2％
⑷ 16～20年以内

9.3％
⑶ 11～15年以内

14.0％ ⑵ 6～10年以内
23.5％

⑴ 5年以内
39.1％
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問15．以下の設問からは，問14でコンサルティング業務を行っていないと答えた方のみへの質問です。あ
なたがコンサルティング業務を行っていない理由は（〇印はいくつでも）。
　最も多かった回答は「機会がない」47.3％で，コンサルティング業務に従事していない方の多くが機会
不足を理由に挙げている。一方，「時間的制約」42.2％，「副業禁止」41.3％と，業務上の制約を理由に挙げ
る方も多い。

選択肢 回答数 構成比（%）
1．資格を自分の仕事に生かしているから 115 18.0
2．会社の仕事に追われ，時間と余裕がないから 270 42.2
3．会社との契約上，副業ができないから 264 41.3
4．機会がないから 303 47.3
5．自分の能力不足 185 28.9
6．関係者の理解不足 19 3.0
7．その他 36 5.6

n＝640

問16．あなたが中小企業診断士として志向している項目を最大 2つまで選び，その順位番号をご記入くだ
さい。
　志向している項目の 1位は上位から順に「経営全般の勉強等，スキルアップ」30.5％，「定年・退社後の
資格活用」22.8％，「ネットワークづくり」19.5％で，順番は異なるが 2位に挙げられたのも前述の 3項目
であった。現在の仕事を続けながら，企業内でのキャリアアップや定年・退社後に向けて専門性を高めて
いく志向が強いことがうかがえる。

選択肢 1位 2位
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）

1．診断士仲間，異士業間の人間関係形成やネットワークに活用したい 66 19.5 82 24.6
2．自分の担当業務の専門性を高めたい 56 16.6 35 10.5
3．経営全般の勉強等，スキルアップを図りたい 103 30.5 78 23.4
4．定年後，または退社後に資格を活用したい 77 22.8 84 25.2
5．休日等を利用してコンサルティング業務に活用したい 33 9.8 49 14.7
6．特にない 3 0.9 5 1.5

回答数計 338 100.0 333 100.0

問17．以下の設問からは，問14でコンサルティング業務を行っていると答えた方のみへの質問です。次の
中で，あなたがコンサルティング業務で支援している対象に近いものを最大 3つまで選び，その順位番号
をご記入ください。
　 1位は「中小企業」43.5％，「小規模企業」36.5％で回答の 8割を占め， 2位・ 3位は「個人事業主」を
加えた 3つがそれぞれ上位を占めた。

選択肢 1位 2位 3位
回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％） 回答数 構成比（％）

1．大企業 36 2.9 29 2.6 60 6.7
2．中堅企業 60 4.9 100 8.9 91 10.2
3．中小企業 531 43.5 302 26.9 179 20.0
4．小規模企業 446 36.5 403 35.9 118 13.2
5．個人事業主 70 5.7 209 18.6 258 28.9
6．医療機関 9 0.7 5 0.4 24 2.7
7．社会福祉法人 3 0.2 11 1.0 22 2.5
8．NPO法人 5 0.4 8 0.7 27 3.0
9．農業団体 4 0.3 6 0.5 21 2.4
10．公的機関 45 3.7 37 3.3 68 7.6
11．海外の企業・団体 1 0.1 4 0.4 7 0.8
12．その他 12 1.0 9 0.8 18 2.0

回答数計 1,222 100.0 1,123 100.0 893 100.0
※小規模企業は商業・サービス業→従業員 5人以下，製造業その他→従業員20人以下です。
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問18．あなたがコンサルティング業務を行う際の依頼を受けたきっかけについて，多いものを最大 5つま
で選び，その番号をご記入ください。
　 1位は「中小企業支援機関・商工団体等からの紹介」が24.8％と最も多い。そのほか，「他の中小企業診
断士・団体からの紹介」「県協会からの紹介」「現在や過去の顧問先企業からの紹介」等が上位を占め，仕
事の獲得に際しては人的ネットワークの構築が重要であることがうかがえる。

選択肢
回答数 構成比

（％） 回答数 構成比
（％） 回答数 構成比

（％） 回答数 構成比
（％） 回答数 構成比

（％）
1位 2位 3位 4位 5位

1．講演会・経営者向けイベント 48 4.0 43 4.2 44 6.0 38 8.1 22 6.2
2．相談窓口 77 6.4 58 5.6 41 5.6 37 7.9 32 9.0
3． ユーザー企業からの直接依頼（ウェ
ブサイト等） 82 6.8 46 4.5 55 7.5 39 8.4 26 7.3

4．県協会からの紹介 127 10.5 130 12.7 69 9.4 40 8.6 24 6.8
5． 中小企業支援機関・商工団体等から
の紹介 299 24.8 176 17.1 91 12.4 33 7.1 18 5.1

6．金融機関からの紹介 85 7.1 104 10.1 73 10.0 39 8.4 25 7.0
7． 他の中小企業診断士（または中小企業
診断士を中心とした団体）からの紹介 128 10.6 141 13.7 99 13.5 71 15.2 34 9.6

8．他資格専門家からの紹介 33 2.7 57 5.6 69 9.4 39 8.4 40 11.3
9． 現在や過去の顧問先企業からの紹介 100 8.3 86 8.4 56 7.7 48 10.3 35 9.9
10．以前の勤務先等からの紹介 43 3.6 35 3.4 25 3.4 16 3.4 20 5.6
11． コンサルティング会社・研修会社か
らの紹介 51 4.2 41 4.0 31 4.2 18 3.9 20 5.6

12．友人からの紹介 76 6.3 77 7.5 51 7.0 33 7.1 38 10.7
13． 執筆物（書籍・雑誌等）の読者から
の依頼 5 0.4 9 0.9 13 1.8 11 2.4 11 3.1

14．その他 50 4.2 24 2.3 14 1.9 5 1.1 10 2.8
回答数計 1,204 100.0 1,027 100.0 731 100.0 467 100.0 355 100.0

問19．あなたは昨年 1年間で，次のコンサルティング業務を何日行いましたか。おおよその日数をご記入
ください。また，そのうち中小・小規模企業を対象とする業務は何日ですか。
　「経営支援業務」が82.5日と最も多く，「診断業務」「調査研究業務」が続く。「その他」では，「各種審査
業務」「窓口相談業務」等の回答が多くみられる。
　なお，中小・小規模企業が業務全体に占める割合は， 9割弱となっている。

回答数 平均日数

1．診断業務
業務全体 782 40.7
うち中小・小規模企業 766 37.8

2．経営支援業務
業務全体 976 82.5
うち中小・小規模企業 953 73.9

3．調査研究業務
業務全体 236 28.2
うち中小・小規模企業 181 21.0

4．講演・教育訓練業務
業務全体 563 19.8
うち中小・小規模企業 458 14.3

5．執筆業務
業務全体 270 20.0
うち中小・小規模企業 166 22.1

6．その他
業務全体 172 51.8
うち中小・小規模企業 127 42.8

※ 経営相談は，内容により「 1．診断業務」「 2．経営支援業務」のいずれかに含めてください。
※ 診断業務は，ヒアリングを行い，現状を把握し，問題点の指摘や経営改善のアドバイス（必
要に応じ，報告書の作成）を行う業務，経営支援業務は，経営に関するアドバイス全般です。

※�経営相談は，内容により「１．診断業務」「2．経営支援業務」のいずれかに含めてください。
※�診断業務は，ヒアリングを行い，現状を把握し，問題点の指摘や経営改善のアドバイス （必
要に応じ，報告書の作成）を行う業務，経営支援業務は，経営に関するアドバイス全般です。
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問20．あなたの仕事を大きく分けて公的業務（国・都道府県・市町村，商工会議所等中小企業関係機関），
民間業務とするなら，売上に占める割合はどちらがどの程度高いですか。
　公的・民間業務の売上の割合は，「民間業務がかなり高い」42.7％，「公的業務がかなり高い」28.1％で二
極化しており，売上ベースでみると民間業務の占める割合が高くなっている。

6. わからない，2.6％

5. 民間業務が
かなり高い

42.7％

4. 民間業務がやや高い
8.3％

3. 半々程度
9.4％

2. 公的業務がやや高い
8.9％

1. 公的業務がかなり高い
28.1％

選択肢 回答数 構成比（%）
1．公的業務がかなり高い 342 28.1
2．公的業務がやや高い 108 8.9
3．半々程度 115 9.4
4．民間業務がやや高い 101 8.3
5．民間業務がかなり高い 521 42.7
6．わからない 32 2.6

回答数計 1,219 100.0

問21．次の中で，あなたが専門家登録等を行っている組織・機関は（〇印はいくつでも）。
　最も多かった回答が「商工会・商工会議所」41.8％で，「ミラサポ」34.2％，「行っていない」32.7％，「都
道府県」30.9％が続く。

選択肢 回答数 構成比（%）
1．専門家登録等は行っていない 396 32.7
2．中小企業基盤整備機構 224 18.5
3．よろず支援拠点 104 8.6
4．都道府県（専門家・相談員等） 374 30.9
5．市区町村（専門家・相談員等） 192 15.9
6．商工会・商工会議所（専門家・相談員等） 506 41.8
7．ミラサポ 414 34.2
8．その他 94 7.8

n＝1,211

問22．あなたが行っている顧問契約についてお伺いします。
　ここでは，問20で公的・民間業務の売上の割合が「かなり高い」と回答した方を対象に集計を行った。
　「公的業務がかなり高い」方の22.1％，「民間業務がかなり高い方」の47.6％が顧問契約を結んでおり，
2倍以上の差がある。また，顧問先数や 1ヵ月あたりの訪問日数，顧問料ともに大きな開きがみられる。

■ 問22【顧問契約】-①あなたが行っている顧問
契約についてお伺いします。

回答数／
構成比（%）

1 2 3

顧
問
契
約
は
な
い

顧
問
契
約
を
し
て
い
る

合
計

公的業務がかなり高い 254 72 326

77.9 22.1 100.0

民間業務がかなり高い 248 225 473

52.4 47.6 100.0

■ 問22【顧問契約】-②顧問契約をしている場合

回答数／
平均

1 2 3

顧
問
先
は
何
社
で
す
か

平
均
で
１
ヶ
月
何
日
出
向
き
ま
す
か

顧
問
料
の
月
額
平
均
は
（
千
円
）

公的業務がかなり高い 71 61 62

2.0 2.1 78.7

民間業務がかなり高い 219 205 211

8.4 4.8 160.8
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問23．あなたのコンサルティング業務の年間売上（または年収）は，おおよそいくらですか。
　ここでは，問19でコンサルティング業務日数の合計が「100日以上」と回答した方を対象に集計を行っ
た。
　最も多かったのは「501～800万円」21.4％で，「1,001～1,500万円」15.4％が続く。なお，年間売上が
1,001万円以上の方の割合は34.0％と，前回調査（2016年）の38.0％よりも低下している。

10. 3,001万円以上，4.8％
9. 2,501～3,000万円

2.8％
8. 2,001～2,500万円

4.3％
7. 1,501～2,000万円

6.7％
6. 1,001～1,500万円，5.4％

5. 801～1,000万円，11.4％ 4. 501～800万円，21.4％

3. 401～500万円，10.0％

2. 301～400万円
8.8％

1. 300万円以内，14.3％
選択肢 回答数 構成比

（%）

1．300万円以内 83 14.3

2．301～400万円 51 8.8

3．401～500万円 58 10.0

4．501～800万円 124 21.4

5．801～1,000万円 66 11.4

6．1,001～1,500万円 89 15.4

7．1,501～2,000万円 39 6.7

8．2,001～2,500万円 25 4.3

9．2,501～3,000万円 16 2.8

10．3,001万円以上 28 4.8

合計 579 100.0

問24．あなたの現在のコンサルティング報酬はいくらですか。平均と最高額を千円単位でそれぞれご記入
ください。
　ここでは，問19でコンサルティング業務日数の合計が「100日以上」と回答した方を対象に集計を行っ
た。
　上記のうち，問20で「公的業務がかなり高い」と回答した方と「民間業務がかなり高い」と回答した方
では，平均・最高額ともに，金額にかなりの開きがみられる。なお，前回調査（2016年）と比較すると，金
額はやや低下している。

■ 問20で「1. 公的業務がかなり高い」回答者
の報酬額

平均（千円）

診断業務（平均） 37.7/日

診断業務（最高） 57.6/日

経営支援業務（平均） 37.5/日

経営支援業務（最高） 79.9/日

調査研究業務（平均） 53.6/日

調査研究業務（最高） 80.4/日

講演・教育訓練業務（平均） 48.1/日

講演・教育訓練業務（最高） 80.5/日

執筆業務（平均） 7.8/400字

執筆業務（最高） 12.6/400字

その他（平均） 29.5/日

その他（最高） 40.8/日

■ 問20で「5. 民間業務がかなり高い」回答者
の報酬額

平均（千円）

診断業務（平均） 98.3/日

診断業務（最高） 118.8/日

経営支援業務（平均） 112.5/日

経営支援業務（最高） 144.8/日

調査研究業務（平均） 89.7/日

調査研究業務（最高） 101.8/日

講演・教育訓練業務（平均） 119.0/日

講演・教育訓練業務（最高） 181.1/日

執筆業務（平均） 6.4/400字

執筆業務（最高） 12.6/400字

その他（平均） 61.0/日

その他（最高） 95.4/日
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問25①．以下の設問からは，全員にお伺いします。次の選択肢の中で，あなたが得意とする分野をご記入
ください。
　最も得意とする分野は，上位から「経営企画・戦略立案」23.3％，「財務」13.3％，「販売・マーケティン
グ」11.9％，「情報化・IT化」9.4％の順となっている。

選択肢 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%）
1位 2位 3位

1．経営企画・戦略立案 430 23.3 374 21.4 236 14.8
2．販売・マーケティング 220 11.9 241 13.8 147 9.2
3．技術・製品開発 73 4.0 63 3.6 54 3.4
4．生産管理 96 5.2 110 6.3 68 4.3
5．物流 18 1.0 22 1.3 17 1.1
6．財務 245 13.3 161 9.2 135 8.5
7．人事・労務管理 102 5.5 103 5.9 113 7.1
8．情報化・IT 化 174 9.4 102 5.8 94 5.9
9．海外展開・国際化 39 2.1 32 1.8 43 2.7
10．法務・特許 25 1.4 13 0.7 19 1.2
11．医療・福祉・介護 19 1.0 17 1.0 22 1.4
12．農林水産振興 19 1.0 15 0.9 15 0.9
13．観光振興 4 0.2 14 0.8 17 1.1
14．省エネルギー・新エネルギー 19 1.0 10 0.6 17 1.1
15．環境保全 13 0.7 8 0.5 8 0.5
16．創業支援 52 2.8 85 4.9 93 5.8
17．事業再生 82 4.4 81 4.6 79 5.0
18．事業承継・M&A 45 2.4 86 4.9 101 6.3
19．商店街支援 6 0.3 23 1.3 25 1.6
20．BCP 8 0.4 33 1.9 28 1.8
21．事業性評価 11 0.6 41 2.3 50 3.1
22．経営全般 104 5.6 101 5.8 184 11.6
23．その他 44 2.4 13 0.7 26 1.6

回答数計 1,848 100.0 1,748 100.0 1,591 100.0

問25②．次の選択肢の中で，あなたが現在活動している分野をご記入ください。
　最も活動している分野は，上位から「経営企画・戦略立案」21.6％，「経営全般」11.6％，「販売・マーケ
ティング」10.4％，「財務」10.3％の順となっている。

選択肢 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%）
1位 2位 3位

1．経営企画・戦略立案 386 21.6 308 20.0 191 14.6
2．販売・マーケティング 185 10.4 214 13.9 136 10.4
3．技術・製品開発 40 2.2 52 3.4 37 2.8
4．生産管理 67 3.8 73 4.7 56 4.3
5．物流 19 1.1 17 1.1 16 1.2
6．財務 184 10.3 124 8.0 109 8.3
7．人事・労務管理 98 5.5 110 7.1 82 6.3
8．情報化・IT 化 138 7.7 86 5.6 74 5.7
9．海外展開・国際化 31 1.7 17 1.1 19 1.5
10．法務・特許 26 1.5 7 0.5 20 1.5
11．医療・福祉・介護 27 1.5 18 1.2 17 1.3
12．農林水産振興 20 1.1 16 1.0 15 1.1
13．観光振興 5 0.3 12 0.8 13 1.0
14．省エネルギー・新エネルギー 12 0.7 8 0.5 9 0.7
15．環境保全 13 0.7 7 0.5 4 0.3
16．創業支援 62 3.5 89 5.8 87 6.6
17．事業再生 81 4.5 63 4.1 71 5.4
18．事業承継・M&A 65 3.6 79 5.1 71 5.4
19．商店街支援 19 1.1 21 1.4 21 1.6
20．BCP 12 0.7 25 1.6 27 2.1
21．事業性評価 10 0.6 38 2.5 38 2.9
22．経営全般 207 11.6 137 8.9 168 12.8
23．その他 76 4.3 23 1.5 28 2.1

回答数計 1,783 100.0 1,543 100.0 1,309 100.0
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問25③．次の選択肢の中で，あなたが今後活動してみたい分野をご記入ください。
　今後最も活動してみたい分野は，上位から「事業承継・M&A」16.3％，「経営企画・戦略立案」15.5％，
「販売・マーケティング」8.1％，「情報化・IT化」6.8％の順となっており，事業承継・M&A分野への関
心の高さがみてとれる。

選択肢 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%）
1位 2位 3位

1．経営企画・戦略立案 275 15.5 179 11.4 115 8.4
2．販売・マーケティング 143 8.1 153 9.8 94 6.9
3．技術・製品開発 44 2.5 37 2.4 28 2.0
4．生産管理 50 2.8 46 2.9 46 3.4
5．物流 13 0.7 22 1.4 11 0.8
6．財務 58 3.3 52 3.3 41 3.0
7．人事・労務管理 92 5.2 68 4.3 81 5.9
8．情報化・IT 化 120 6.8 89 5.7 92 6.7
9．海外展開・国際化 94 5.3 51 3.3 41 3.0
10．法務・特許 9 0.5 15 1.0 13 0.9
11．医療・福祉・介護 29 1.6 35 2.2 33 2.4
12．農林水産振興 55 3.1 39 2.5 45 3.3
13．観光振興 45 2.5 57 3.6 50 3.6
14．省エネルギー・新エネルギー 26 1.5 17 1.1 29 2.1
15．環境保全 20 1.1 24 1.5 25 1.8
16．創業支援 107 6.0 124 7.9 106 7.7
17．事業再生 96 5.4 130 8.3 102 7.4
18．事業承継・M&A 289 16.3 199 12.7 150 10.9
19．商店街支援 9 0.5 29 1.9 30 2.2
20．BCP 27 1.5 59 3.8 49 3.6
21．事業性評価 34 1.9 52 3.3 58 4.2
22．経営全般 104 5.9 72 4.6 121 8.8
23．その他 31 1.8 16 1.0 11 0.8

回答数計 1,770 100.0 1,565 100.0 1,371 100.0

問25④．次の選択肢の中で，今後需要が多くなる（伸びる）と考えている分野をご記入ください。
　今後最も需要が多くなると考えている分野は，上位から「事業承継・M&A」33.6％，「情報化・IT化」
24.1％，「事業再生」7.1％，「医療・福祉・介護」4.4％の順となっている。

選択肢 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%）
1位 2位 3位

1．経営企画・戦略立案 72 4.0 58 3.5 82 5.4
2．販売・マーケティング 71 3.9 93 5.6 79 5.2
3．技術・製品開発 10 0.6 15 0.9 16 1.1
4．生産管理 3 0.2 13 0.8 10 0.7
5．物流 8 0.4 17 1.0 16 1.1
6．財務 11 0.6 17 1.0 19 1.3
7．人事・労務管理 53 2.9 71 4.3 49 3.3
8．情報化・IT 化 434 24.1 222 13.3 175 11.6
9．海外展開・国際化 44 2.4 78 4.7 95 6.3
10．法務・特許 3 0.2 17 1.0 12 0.8
11．医療・福祉・介護 80 4.4 80 4.8 99 6.6
12．農林水産振興 43 2.4 38 2.3 38 2.5
13．観光振興 24 1.3 33 2.0 43 2.9
14．省エネルギー・新エネルギー 34 1.9 65 3.9 70 4.6
15．環境保全 33 1.8 62 3.7 74 4.9
16．創業支援 31 1.7 75 4.5 99 6.6
17．事業再生 127 7.1 222 13.3 105 7.0
18．事業承継・M&A 605 33.6 323 19.4 206 13.7
19．商店街支援 2 0.1 4 0.2 10 0.7
20．BCP 36 2.0 94 5.6 95 6.3
21．事業性評価 19 1.1 44 2.6 50 3.3
22．経営全般 28 1.6 19 1.1 56 3.7
23．その他 29 1.6 8 0.5 8 0.5

回答数計 1,800 100.0 1,668 100.0 1,506 100.0
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問25⑤．次の選択肢の中で，今後需要が少なくなる（減少する）と考えている分野をご記入ください。
　今後最も需要が少なくなると考えている分野は，上位から「商店街支援」37.6％，「財務」8.4％，「海外
展開・国際化」6.7％，「生産管理」6.5％の順となっている。

選択肢
回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%） 回答数 構成比（%）

1位 2位 3位

1．経営企画・戦略立案 27 1.8 19 1.6 11 1.1

2．販売・マーケティング 19 1.3 17 1.4 16 1.6

3．技術・製品開発 38 2.5 31 2.6 27 2.7

4．生産管理 98 6.5 65 5.5 65 6.5

5．物流 31 2.1 54 4.5 49 4.9

6．財務 126 8.4 82 6.9 60 6.0

7．人事・労務管理 38 2.5 43 3.6 30 3.0

8．情報化・IT 化 9 0.6 7 0.6 13 1.3

9．海外展開・国際化 101 6.7 60 5.0 50 5.0

10．法務・特許 44 2.9 60 5.0 52 5.2

11．医療・福祉・介護 6 0.4 9 0.8 12 1.2

12．農林水産振興 89 5.9 108 9.1 91 9.1

13．観光振興 63 4.2 105 8.8 58 5.8

14．省エネルギー・新エネルギー 16 1.1 42 3.5 55 5.5

15．環境保全 17 1.1 36 3.0 47 4.7

16．創業支援 36 2.4 35 2.9 33 3.3

17．事業再生 23 1.5 34 2.9 24 2.4

18．事業承継・M&A 4 0.3 5 0.4 7 0.7

19．商店街支援 567 37.6 218 18.3 137 13.7

20．BCP 28 1.9 32 2.7 42 4.2

21．事業性評価 36 2.4 69 5.8 58 5.8

22．経営全般 75 5.0 56 4.7 55 5.5

23．その他 15 1.0 3 0.3 5 0.5

回答数計 1,506 100.0 1,190 100.0 997 100.0

問26．あなたは今後，中小企業診断士のコンサルティング需要がどのようになると考えますか。
　「伸びると思う」と回答した方は32.0％（前回調査（2016年）25.9％）で，「徐々に伸びると思う」29.0％
（同36.1％）との合計は61.0％（同62.0％）となり，前回調査に引き続き，6割を超える方が今後のコンサ
ルティング需要の増加を見込んでいる。

5. 減少すると思う，2.4％
4. 徐々に減少すると思う

7.7％
3. 変わらないと思う

28.8％
2. 徐々に伸びると思う

29.0％

1. 伸びると思う
32.0％

選択肢 回答数 構成比（%）

1．伸びると思う 598 32.0

2．徐々に伸びると思う 542 29.0

3．変わらないと思う 538 28.8

4．徐々に減少すると思う 144 7.7

5．減少すると思う 44 2.4

回答数計 1,866 100.0



ブロック 県協会名 住　所 電　話

北海道
・

東　北

一般社団法人北海道中小企業診断士協会
〒060-0004
札幌市中央区北4条西6丁目1番地 毎日札幌会館4F

011-231-1377

一般社団法人青森県中小企業診断士協会
〒030-0801
青森市新町2-4-1 青森県共同ビル7F （公財）21あおもり産業総合支援センター内

017-722-4053

一般社団法人岩手県中小企業診断士協会
〒020-0878
盛岡市肴町4-5 カガヤ肴町ビル2F 岩手県中小企業団体中央会内

019-624-1363

一般社団法人宮城県中小企業診断士協会
〒980-0811
仙台市青葉区一番町2-11-12-303

022-262-8587

一 般 社 団 法 人 秋 田 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒010-0013
秋田市南通築地1-1  2-C号

018-834-3037

一般社団法人山形県中小企業診断士協会
〒990-8580
山形市城南町1-1-1 霞城セントラル2F

050-3681-2427

一 般 社 団 法 人 福 島 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒960-8053
福島市三河南町1-20 コラッセふくしま7F

024-573-6370

北関東
・

信　越

一般社団法人茨城県中小企業診断士協会
〒312-0032
ひたちなか市津田2454

0299-56-4301

一般社団法人栃木県中小企業診断士協会
〒321-0152
宇都宮市西川田7-1-2

028-612-8880

一般社団法人群馬県中小企業診断士協会
〒371-0854
前橋市大渡町1-10-7 群馬県公社総合ビル5F

027-288-0257

一般社団法人新潟県中小企業診断士協会
〒950-0944
新潟市中央区愛宕1-4-15 ジャスビル203号

025-378-4021

一般社団法人長野県中小企業診断士協会
〒390-0875
松本市城西2-5-12 城西ビジネスビル2F

0263-34-5430

南関東

一 般 社 団 法 人 埼 玉 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒330-0063
さいたま市浦和区高砂4-3-21 三協ビル5F

048-762-3350

一般社団法人千葉県中小企業診断士協会
〒260-0028
千葉市中央区新町1-20 江澤ビル5F

043-301-3860

一般社団法人東京都中小企業診断士協会
〒104-0061
中央区銀座2-10-18 東京都中小企業会館5F

03-5550-0033

一般社団法人神奈川県中小企業診断協会
〒231-0015
横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センタービル12階 1201号室

045-228-7870

一般社団法人山梨県中小企業診断士協会
〒400-0042
甲府市高畑2-2-15

055-207-9224

一般社団法人静岡県中小企業診断士協会
〒420-0857
静岡市葵区御幸町3-21 ペガサート3F

054-255-1255

中　部

公益社団法人愛知県中小企業診断士協会
〒450-0002
名古屋市中村区名駅3-22-8 大東海ビル8階 809A

052-581-0924

一般社団法人岐阜県中小企業診断士協会
〒500-8833
岐阜市神田町1-8-5 協和興業ビル5階 高橋和宏税理士事務所内

058-263-1500

一般社団法人三重県中小企業診断士協会
〒514-0004
津市栄町1-891 三重県合同ビル5F

059-246-5911

一 般 社 団 法 人 富 山 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒930-0866
富山市高田527 情報ビル2F

076-433-1371

一 般 社 団 法 人 石 川 県 中 小 企 業 診 断 士 会
〒920-8203
金沢市鞍月2-20 石川県地場産業振興センター新館3F

076-267-6030

47都道府県協会連絡先一覧



近　畿

一般社団法人福井県中小企業診断士協会
〒910-0296
坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16 福井県産業情報センタービル3F

0776-68-0170

一般社団法人滋賀県中小企業診断士協会
〒520-0806
大津市打出浜2-1 コラボしが21 4F

077-511-1370

一 般 社 団 法 人 京 都 府 中 小 企 業 診 断 協 会
〒600-8009
京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78 京都経済センター403

075-353-5381

一 般 社 団 法 人 奈 良 県 中 小 企 業 診 断 士 会
〒630-8217
奈良市橋本町3-1 きらっ都・奈良3階 302号

0742-20-6688

一般社団法人大阪府中小企業診断士協会
〒540-0029
大阪市中央区本町橋2-5 マイドームおおさか7F

06-4792-8992

一般社団法人兵庫県中小企業診断士協会
〒650-0044
神戸市中央区東川崎町1-8-4 神戸市産業振興センター8F

078-362-6000

一般社団法人和歌山県中小企業診断士協会
〒640-8157
和歌山市八番丁9 パーク県信ビル212号

073-498-7811

中　国

一般社団法人鳥取県中小企業診断士協会
〒683-0063
米子市法勝寺町70

0859-46-0663

一 般 社 団 法 人 島 根 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒693-0001
出雲市今市町884

0853-25-0405

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 中 小 企 業 診 断 士 会
〒700-0985
岡山市北区厚生町3-1-15 岡山商工会議所5F 501号

086-225-4552

一般社団法人広島県中小企業診断士協会
〒730-0052
広島市中区千田町3-7-47 広島県情報プラザ3F

082-569-7338

一般社団法人山口県中小企業診断士協会
〒753-0074
山口市中央4-5-16 山口県商工会館2F

083-934-3510

四　国

一般社団法人徳島県中小企業診断士協会
〒770-0801
徳島市上助任町三本松364-3

088-655-3730

一般社団法人香川県中小企業診断士協会
〒760-8515
高松市番町2-2-2 高松商工会議所会館5F

087-884-1104

一般社団法人愛媛県中小企業診断士協会
〒790-0813
松山市萱町3-5-3

089-961-1640

一 般 社 団 法 人 高 知 県 中 小 企 業 診 断 協 会
〒781-8121
高知市葛島2-7-30 サントノーレ葛島弐番館1102 梅原経営コンサルティング内

090-9552-3334

九　州
・

沖　縄

一般社団法人福岡県中小企業診断士協会
〒812-0013
福岡市博多区博多駅東2-9-25 アバンダント84-203

092-710-7781

一般社団法人佐賀県中小企業診断士協会
〒840-0826
佐賀市白山1-4-28 佐賀白山ビル3F

0952-28-9060

一般社団法人長崎県中小企業診断士協会
〒850-0874
長崎市魚の町3-33 長崎県建設総合会館4F

095-832-7011

一般社団法人熊本県中小企業診断士協会
〒860-0812
熊本市中央区南熊本3-14-3 くまもと大学連携インキュベータ208号室

096-288-6670

一般社団法人大分県中小企業診断士協会
〒870-0037
大分市東春日町17-20 ソフトパークセンタービル2F

097-538-9123

一般社団法人宮崎県中小企業診断士協会
〒880-0812
宮崎市高千穂通1-1-8 高千穂プラザビル3F

080-2744-2686

一般社団法人鹿児島県中小企業診断士協会
〒890-0082
鹿児島市紫原2-7-1-105

090-9101-8789

一般社団法人沖縄県中小企業診断士協会
〒901-0152
那覇市小禄1831番地1 沖縄産業支援センター3階314

098-917-0011

一般社団法人 日本中小企業診断士協会連合会
〒104-0061  東京都中央区銀座1-14-11  銀松ビル5F　☎03-3563-0851㈹

https://www.jf-cmca.jp/
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一般社団法人 日本中小企業診断士協会連合会

昭和23年11月4日、我が国の「中小企業診断制度」が発足しました。
当連合会では、中小企業診断士の活動を発信するために、
11月4日を「中小企業診断士の日」として制定いたしました。

11月4日は
中小企業
診断士の日


